
令和５年度 島尻地区学力推進実践報告書 

団体名 

渡名喜村立渡名喜幼稚園 

連絡先 

TEL：０９８－９８９－２００５ 

Eメール：youchien@tonaki.ed.jp 

１．実践事項 

      「主体的に遊びに取り組む子を育てるための環境構成と援助の工夫」 

２．実践内容 

（１） 経験から発展した子どもたちの主体遊び（おみせやさんごっこ、フラフープ遊び・おおけややし 

つくってみたいな～） 

３．説明資料 

（１） おけややし を作る様子 

                                                                            

                                       

                

                 

                                                          

と新聞紙を貼る。」 

             

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．成果 

お小学校との交流活動で・「お化や屋敷」がやってみたいとアイディアが上がり、園児全員が協力し

て行う製作活動がで た。文字を読んだり書いたりするのが得意な子、折り紙が得意な子、はさみ

やテープなどの道具がうまく使える子など、自分の力が発揮で 友達のよいところに気づくことが

で 発展した遊びになった。 

５．課題 

お発表会練習と時期が重なってしまったり、秋教室がなく保育室で活動を進めたりしたため、普段

の活動に支障が出た。２週間ほどですぐ片づやてしまったため、子どもから「もっとやりたかった」

などの声も上がった。 

 

        

 

 

自分たちも作っ

てみたいとみん

なで相談しあう

様子 

「どんどんってたたく

音が聞こえたよ。」 

「部屋を暗くしょう 

と新聞紙を貼る。」 

「お化や衣装もつくりたいな～」 

 お道順に矢印→を付やたり工夫する様子 

 お部屋の中にお化やのおりがみを貼る 

 お怖い表示を考えて作る            

 お小学生に招待状やチケットを作る様子 

 

「小学生や先生に説明する役割、 

お化やでおどかす役割、隠れる場所等 

を友達同士で相談し合う」 

お小学生や先生を招待し子どもたちが 

楽しく遊ぶためのルールを伝えてい

る様子 


